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前週終値 10月3日 10月4日 10月5日 10月6日 10月7日 週間騰落幅 週間騰落率

ダウ平均 18,253.85 18,168.45 18,281.03 18,268.50 18,240.49

騰落幅 -54.30 -85.40 +112.58 -12.53 -28.01

S&P500 2,161.20 2,150.49 2,159.73 2,160.77 2,153.74

騰落幅 -7.07 -10.71 +9.24 +1.04 -7.03

ナスダック総合指数 5,300.87 5,289.66 5,316.02 5,306.85 5,292.41

騰落幅 -11.13 -11.22 +26.36 -9.17 -14.45

-0.37%

-0.67%

-0.37%

18,308.15

2,168.27 -14.53

-67.66

-19.605,312.00

指数 予想PER（倍） PBR（倍） 予想配当利回り

ダウ平均 17.0 3.1 2.6%

S&P500 18.3 2.9 2.1%

ナスダック総合指数 22.4 3.6 1.2%
（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成（2016年10月10日時点）

 先週の米国株式市場－早期利上げをめぐる思惑などから小幅反落－ 

＜先週の概況＞ 

 先週の米国市場でダウ平均は67ドル安と

小幅に反落しました。週初から相次いで

FRB高官が早期利上げを主張したことなど

から下げて始まったダウ平均は、ISM非製造

業指数の改善が好感され反発する場面もあ

りましたが、その後は値を戻せませんでし

た。ただ、週明け10日のダウ平均は88ド

ル高と反発しています。 

 

米国株式市場バリュエーション 

（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

NYダウ平均とナスダック総合指数の推移
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（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

S&P500と騰落レシオの推移
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（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

ドル円と米国長期金利の推移
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ダウ平均採用銘柄 週間騰落率ランキング 

    

  

 

  

 

 

 

＜上昇＞ 

利上げによって利ざやが拡大すると期待され、ゴールドマン・サックス（GS）と JPモルガン

（JPM）の金融2社が上昇率1位と2位になりました。また、デュポン（DD）やボーイング（BA）

もしっかりでした。 

＜下落＞ 

市場予想を下回る通期の業績見通しを発表したウォルマート・ストアーズ（WMT）が5％近く下

落し下落率トップとなりました。アメリカン・エキスプレス（AXP）も投資判断引き下げが嫌気

されて4％近く下げています。 

業種別リターン 

（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

S&P500　業種別年初来リターン
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（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

S&P500　業種別週間リターン

-3.8 

-3.8 

-1.9 

-1.7 

-1.4 

-0.4 

-0.3 

-0.1 

-0.01 

1.5 

-6 -4 -2 0 2 4 6

電気通信サービス

公益事業

素材

生活必需品

資本財･サービス

一般消費財・サービス

ヘルスケア

情報技術

エネルギー

金融

（％）

ティッカー 銘柄名 週間騰落率（％）

GS ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏﾝ･ｻｯｸｽ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ 5.3

JPM JPﾓﾙｶﾞﾝ･ﾁｪｰｽ･ｱﾝﾄﾞ･ｶﾝﾊﾟﾆｰ 2.3

DD ｲｰ･ｱｲ･ﾃﾞｭﾎﾟﾝ･ﾄﾞｩ･ﾇﾑｰﾙ 2.1

BA ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ 1.6

JNJ ｼﾞｮﾝｿﾝ･ｴﾝﾄﾞ･ｼﾞｮﾝｿﾝ 0.9

INTC ｲﾝﾃﾙ 0.9

AAPL アップル 0.9

MRK メルク 0.6

MSFT ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ 0.3

PG ﾌﾟﾛｸﾀｰ･ｱﾝﾄﾞ･ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ 0.3

（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

値上がり率ランキング（10/3-10/7）

ティッカー 銘柄名 週間騰落率（％）

WMT ウォルマート・ストアーズ -4.7

VZ ﾍﾞﾗｲｿﾞﾝ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ -4.0

AXP アメリカン･エキスプレス -3.6

MMM 3M -2.8

UNH ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞﾍﾙｽ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ -2.4

IBM IBM -2.0

GE ゼネラル･エレクトリック -1.8

MCD ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ -1.7

NKE ナイキ -1.6

KO ｺｶ･ｺｰﾗ -1.4

（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

値下がり率ランキング（10/3-10/7）
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今後発表される主な経済指標  

先週発表された主な経済指標 

ISM製造業景況感指数   9 月 51.5 市場予想 50.4 前月 49.4 

ISM非製造業景況感指数   9 月 57.1 市場予想 53.0 前月 51.4 

９月 小売売上高（自動車・ガソリン除く、前月比） 市場予想 +0.3％ 前月 -0.1％ 

14日に9月の小売売上高が発表されま

す。変動の大きい自動車とガソリンを除いた

売上高は8月まで2ヶ月連続で前月比減少

しており、個人消費低迷の兆しではないかと

やや懸念されています。 

市場予想では9月は3ヶ月ぶりに前月比

プラスになると見込まれています。 

8月分で大きく悪化した ISM製造業景況指

数、ISM非製造業景況指数が、揃って9月分で

大きく回復しました。まず、製造業指数のヘッ

ドラインは49.4→51.5と市場予想を上回る

改善を見せ50の節目を超えました。そして非

製造業指数のヘッドラインは51.4→57.1 と

5.7 ポイントの改善で、V字回復と言っても良

い大幅改善となりました。 

両指数の大幅改善を受け、年内の利上げ可能

性がかなり高くなったと言えそうです。 
（出所)トムソン・ロイターデータよりマネックス証券作成

ISM景況感指数（製造業・非製造業）
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（出所)トムソン・ロイターデータよりマネックス証券作成

小売売上高（自動車・ガソリン除く）
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先週のマーケットビューでは ISM製造業景況指数、ISM非製造業景況指数に注目と記しました。9

月の連邦公開市場委員会（FOMC）で利上げが見送られた大きな理由の1つとして、8月分の両指

数が揃って大きく悪化したことがあるとみられます。9月分で両指数はそれぞれ大きく回復し、米経

済の先行き不安は後退しました。 

7日に発表された雇用統計は非農業部門雇用者数や失業率といった注目度の高い指標こそ市場予

想に及ばなかったため、やや冴えない印象を与えますが、中身を細かくみていくと決して悪い内容で

はありません。年内のFOMCは 11月と12月の2回ですが、11月は約１週間後に大統領選を控

えていることから利上げに踏み切って市場に混乱を与えるリスクを取ることは避けやすいとみられ

ます。１２月のFOMCまでに相当に悪い経済指標が出なければ、１２月に利上げが実施される可能

性はかなり高くなったと考えています。 

 

フィナンシャル・インテリジェンス部 益嶋 裕 
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マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人 金融先物取引業協会、一般社団法人日本投資顧問業協会 

マーケットビュー－相当に悪い指標が出なければ 12月利上げへ－ 


